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熊本市中央区南千反畑町3-7／TEL(096)324-5454

http://www.fukushi-kumamoto.or.jp/

令和３年度事業報告・収支決算等が承認される ～第1回理事会及び定時評議員会を開催～

６月10日(金)に第１回理事会、28日(火)に定時評議員

会を開催し、(１)令和３年度事業報告、(２)令和３年度一

般会計等収支決算、(３)令和４年度一般会計等補正予算

などの議案が承認されました。

令和３年度は、次の主要項目に取り組みました。

① コロナ禍における法人運営や事業展開を創意工夫

し、事業運営や財政状況の回復に努めた。② 市町村社協

が多機関協働の中心を担うプラットフォームとして事業

展開ができるよう支援した。また、被災者支援において

は、生活再建に向けた総合的な支援体制の取組みを進め

た。③ 大規模災害に備え、災害時の協力協定を新たに締

結するなど、被災地災害ボランティアセンター機能の充実強化に努めた。④ 地域福祉権利擁護

事業における市町村社協の体制強化のため、予算対策活動を積極的に展開した。⑤ 生活福祉資

金のコロナ特例貸付を実施し、感染症の影響を受けた困窮世帯を支援した。⑥ 社会福祉振興基

金の助成により、民間福祉団体等の福祉活動を支援するとともに、福田令寿人材育成基金によ

り、福祉の専門資格の取得を支援し、人材育成に取り組んだ。⑦ 経営相談事業及び福利厚生事

業の充実に努めた。さらに、生計困難者レスキュー事業の支援体制の強化を図った。⑧ 福祉の

仕事のイメージアップを図るため、SNSでの情報発信やYouTube動画の配信など、新たな広報媒体

を活用した戦略を展開した。研修等についてもオンラインを導入し、事業の安定した実施に取り

組んだ。⑨ 運営適正化委員会活動の充実を図るとともに、事業所等における福祉サービスに関

する苦情等を適切に解決するために苦情解決体制整備の推進を図った。

また、定時評議員会において、理事１名が次のとおり選任されました。任期は、令和４年７月

１日から令和４会計年度に関する定時評議員会終結の時までとなります。 [敬称略]

役 名 氏 名 主たる役職名

理 事 沼 川 敦 彦 熊本県健康福祉部長

災害発生に備え平時からの連携を図る～災害VC連絡会議・災害ボランティアコーディネーター養成研修～

６月13日(月)に県総合福祉センターで「県災害ボランティアセンター連

絡会議」を開催し、災害発生時における被災地支援等に関する協力協定を

締結している関係団体等が参加しました。災害に備え、平時から相互の連

携について連絡調整を図るため、各団体の活動報告と役割を確認しました。

一方、20日(月)には熊本市南区の企業において開催された「災害ボラン

ティアコーディネーター養成研修」において、セ

ンターの「ボランティア受付班」から「活動報告班」までのロールプレ

イによる演習を実施しました。万が一大規模災害が発生した際は、同社

の社員が被災した市町村の社協職員に寄り添い、センターのスタッフの

一員として心強い存在となるよう、今後も同社とともに研修事業を進め

てまいります。

【定時評議員会】

【連絡会議の様子】

【ロールプレイの様子】
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第69回九州児童福祉施設職員研究大会を開催

６月14日(火)・15日(水)に、｢変革期に求められる児童福祉施

設の底力 ～今、私たちが残すべきものとは～｣をテーマに｢第69

回九州児童福祉施設職員研究大会｣をオンラインで開催し、児童

福祉施設関係者等430名が参加しました。

大会１日目は、講演、シンポジウム、記念講演、対談、調査研

究委員会報告が行われました。

シンポジウムでは、｢これからの施設に求められること｣をテー

マに、全国家庭養護推進ネットワーク共同代表 潮谷義子氏をコー

ディネーターに迎え、全国児童養護施設協議会会長 桑原教修氏、

Children's Views & Voices副代表 中村みどり氏、厚生労働省家庭福祉課課長 中野孝浩氏、日

本社会事業大学非常勤講師 宮島清氏が出演し、これからの施設の在り方について、それぞれの

立場から熱い思いと意見が交わされました。

大会２日目は、５つの研究部会に分かれ、施設管理、施設の食事、自立支援、子どもの権利擁

護、施設の危機管理と地域支援について活発な議論がなされ、学びを深めた大会となりました。

ボランティアが活動しやすい環境づくりのために ～社会福祉施設ボランティア活動推進研修会を開催～

６月17日(金)に、オンラインで「社会福祉施設ボランティア活動

推進研修会」を開催し、社会福祉施設と市町村社協から47名が参加

しました。

研修会では、横浜創英大学教授 小野智明氏から「ボランティアが

活動しやすい環境づくりのために」というテーマで、施設における

ボランティアコーディネーションの基礎知識や、ボランティア受入

れの課題の把握、解決へのアイデア出しと優先課題の抽出について、

講義と演習を行っていただきました。

参加者からは、「今ある課題から、何を優先的に取り組まなければならないのかはっきりした」

等の感想が寄せられました。

SNS公式アカウントを開設しました！

本会では、社会福祉関係者をはじめ、多くの方に本会事業に対する理解を深

めていただくとともに、各部署で実施するイベント等の、様々な情報を速やか

にお届けするため、新たに各種SNSの公式アカウントを開設しました。

主に本会の業務内容や事業の実施予定、福祉に関する最新情報等を発信して

いく予定ですので、ぜひ「フォロー」や「いいね！」をお願いします。

なお、当アカウント運用にあたり、ガイドライン・ポリシーを策定しており

ます。〔掲載場所〕本会HP/お知らせ/公式ソーシャルメディア運用ポリシー

※「熊本県社会福祉協議会」

または「kumamotoshakyo」

で検索するとご覧いただけます。

寄附のお礼 ～株式会社熊本計算センター様～

６月６日(月)、株式会社熊本計算センター様からご寄附をいただきまし

た。同社からのご寄附は、令和２年度から本年で３回目となります。

このご寄附は、同社の社員が歩数計を持ち歩き、２か月間の総歩数に対し

て、1,000歩を１円に換算し、それに同社からの拠出を合わせた社会貢献活

動の一環によるものです。ご寄附いただきました浄財は、社会福祉振興基金

に積み立て、民間福祉団体やボランティアの活動支援、社会福祉事業の振興

などに有効に活用させていただきます。ありがとうございました。
【左:良永会長

右: 豊住代表取締役】

※撮影時のみマスクを外しています

【小野智明氏】

【シンポジウムの出演者】

【Facebook】 【Twitter】 【Instagram】
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各課トピックス ＊お問合せは、県社協各課まで

総 務 企 画 課 地 域 福 祉 課

TEL 096-324-5454 ／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5470／ FAX 096-355-5440

◆熊本県民間社会福祉事業従事者

退職共済事業のご案内◆

標記退職共済事業は、県内の民間社会福祉事業を

営む事業所(社会福祉法人)に勤務する職員の皆様

の将来の生活安定を図ることを目的とした、加入者

にとって大きなメリットがある退職共済制度です。

随時加入を受付ております。

詳細は、総務企画課までお問合せください。

◆地域福祉実践アドバイザー派遣事業のご案内◆

例年実施している本事業について、本年度も、市町

村社協が希望する専門家等（原則として県内講師）を

アドバイザーとして派遣する方法で実施いたしま

す。

詳細については、別途お送りしている通知文書

をご確認いただき、事業の利用をご希望の場合

は、当課へご連絡ください。

施 設 団 体 支 援 課 福 祉 資 金 課

TEL 096-324-5462／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5475／ FAX 096-324-5456

◆社会福祉法人労務研修会(オンライン)のご案内◆

日 時 令和４年７月 26 日(火)13:30～15:30

形 式 オンライン形式（Zoom を使用）

内 容 社会福祉法人の今後の法改正について

講師 特定社会保険労務士 上田吉勝氏

対象者 社会福祉法人の役員、施設長 ほか

定 員 250 名（各事業所２台まで接続可能）

参加費 １人 3,000 円

※ 詳細は、本会ホームページをご参照ください。

◆ひとり親家庭高等職業訓練促進資金

「入学準備金」のご案内◆

本資金は、高等職業訓練促進給付金を受給しなが

ら各種養成機関に在学しているひとり親家庭の親

の資格取得を促進し、同家庭の自立を支援するため

の貸付制度です。現在、入学準備金（50万円以内）

の第１期受付中です。締切日：７月 22 日(金)

養成機関を修了後、取得した資格が必要な業務に

５年間従事すると返済が免除されます。

福 祉 人 材 ・ 研 修 セ ン タ ー 地 域 福 祉 権 利 擁 護 セ ン タ ー

TEL 096-322-8077 ／ FAX 096-324-5464 TEL 096-324-5474 ／ FAX 096-355-5440

◆福祉の仕事入門セミナーのご案内◆

日時 第１回 令和４年７月16日(土)10:00～12:00

第２回 令和４年９月３日(土)10:00～12:00

会場 県総合福祉センター５階「研修ホール」

内容 福祉の専門職・福祉施設職員による講話

福祉の仕事・職場についての説明

対象 福祉の仕事に関心がある方、福祉の仕事に就

きたいと考えている方等

◆リーフレットをリニューアルしました◆

この度、「地域福祉権利擁護事

業」の概要や契約までの流れを説

明するためのリーフレットをリニ

ューアルしました。

相談者への説明用や、各市町村

社協で開催される研修会などでご

活用ください。

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

TEL 096-324-5436 ／ FAX 096-324-5427

◆市町村社協ボランティア活動推進者研修会のご案内◆

日 時 令和４年７月 21 日(木)10:20～16:00

形 式 オンライン形式（Zoom を使用）

テーマ 社協におけるボランティアコーディネーシ

ョン力を高める

講 師 大阪ボランティア協会 ボランティアコー

ディネーター 青山織衣氏

参加費 １人 2,000 円

※ 詳細は、当センターまでお問合せください。

◆ボランティアハンドブック【ジュニア版】のご案内◆

低年齢層のボランティアの育

成及び啓発の促進と、誰でも気軽

にボランティア活動に参加して

いただけるよう、「ボランティア

ハンドブック」【ジュニア版】を

発行しました。本会ホームページ

からダウンロードできますので、

ぜひご活用ください。




